ガクセイ ノ ジコ キョウイクリョク オ ノバス トウギ ガクシュウ ノ ドウニュウ ト ソノ ヒョウカ by 中村 恵子 et al.
名古屋市立大学看護学部紀要 第9巻2010
学生の自己教育力を伸ばす討議学習の導入とその評価
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て高い評価が得 られた。一方、「意見交換」は全体的に評価が低 く、「討議時間が短い」、「討議内容が難 しい」な
どの意見があった。以上から、学生の自己教育力を伸ばす教育方法として、学生の特性や学習時期を考慮 しなが
ら、テーマや課題、 目的を設定 し、十分な討議時間を確保 してい く必要性が示唆された。
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議学習に着 目し、講義に計4回 の討議学習を取 り入れる
こととした。初めて看護について学ぶ講義から主体的に
学生間で討議 し、講義への参加を促 してい くことは、学
生が将来にわたって自己啓発 してい く姿勢や能力を養う
上で重要な導入になると考えたからである。加藤は、 自
己教育力の育成 は学生 と教員のサイクルの中で成 り立 っ
ており、 自己教育力の発展には 「教員側の特質」、「学修









Ⅱ.研 究 目 的

































































質 問紙 の回収率 は55名(68.8%)であ り、 そ の うち回
答 に記載漏れ のない有効 回答 率 は46名(57.5%)であ っ
た。
1.調 査対象 の背 景(表2)
入学時 にお ける看護職 への希望 は、 「希 望 あ り」 が
39名(84.8%)、「希望 な し」が7名(15.2%)で あ っ
た。 また、調 査当時(入 学4ヶ 月後)の 看護職 への希
望 は、 「希 望 あ り」 が34名(73.9%)、「希望 な し」 が
1名(2.2%)、「分か らない」が11名(23.9%)であ っ
た。卒業後 に希望す る進路 は、「看護師」が22名(47.9
%)、「保健 師」6名(13.0%)、「助産 師」5名(10.9
%)、「養護教諭 」2名(4.3%)、「大学院」2名(4.3
%)、「理 学療法 士」1名(2.2%)、「分か らな い」8
名(17.4%)であ った。
2.討 議 学習全体 に対 する学生 の評価(図1～4)
討議学 習にあてた総 時間数 について意 見を求 めた と
こ ろ、 「適 切 で あ っ た 」 と回 答 した も の は16名
(34.8%)であ り、24名(52.2%)の学生 は 「時間 が
少 ない」 と回答 した。1グ ループを構成 す るメ ンバー
数 について は、45名(98.0%)が「適切 であ った」 と
回答 した。 また、講義 に グループ討議 が計 画 されてい
ることにつ いて、43名(93.5%)が「良 いことである」
と回答 した。 一方、 「グル ープ討議 は有 意義 な学習体
験 であ ったか」 の質問について は、 「有意義で あ った」
30名(65.2%)、「有意義 でなか った」1名(2.2%)、
「どち らと も言 えない」15名(32.6%)であ った。
3.4つの討議学習 に対す る学生の評価(表3)
講 義 「看護学 概論I」 で行 った4つの討議学習 の内
容(目 的や教材、討議 時間な ど)お よび学生評価 を一
覧にま とめた ものが表3で あ る。 自己教 育力を伸 ばす
上 で討議学 習に重要 と考 え られ る10要素 の観点 か ら討
議学 習の授 業評価 を求めた ところ、次 の結 果が得 られ
た。
1)主 体性
討 議学習 それぞれ に対 して、 「あなた は主体 的に
取 り組 む ことがで きま したか」 と質問 した結 果、全
ての討議学 習において、8割 以上 の学生 が主体 的に
取 り組 む ことがで きた と回答 した。
2)知 的好奇心
「討議学 習 は、 あなたの知 的好奇心 を刺 激 しま し
たか」 と質 問 した結果 、「対象理解 とコ ミュニケー
シ ョン」、「倫理 とジ レンマ」、「看護 活動 の場 と看護
























「討議学習の課題は、明確で したか」 と質問 した
結果、課題が理解できたと回答 した学生の割合は、




「討議学習の目的は明確で したか」 と質問 した結
果、 目的が理解できたと回答 した学生の割合 は、



















「討議学習の成果(記 録 ・提出物)は 、学習の達
成度を高めま したか」 と質問 した結果、学習の達成
度を高めたと回答 した学生の割合 は、「看護活動の















ニケー シ ョン」、「倫理 とジレンマ」、「看護覚書 き」
の順 であ った。
4.最 も有意 義であ った討議 学習(表3)
学生 に最 も有意義 だ った討議学 習を1つ 選択 させた
結 果、「看護活動 の場 と看護教 育」 を選 択 した ものが
21名(45.7%)と最 も多 く、 次 に 「対象理解 とコ ミュ
ニケー シ ョン」15名(32.6%)、「倫理 と ジレンマ」7
名(15.2%)、「看護覚書 き」3名(6.5%)の 順であ っ
た。
5.討 議 学習 に対 する意 見 ・感想(表4)
討議学 習に対 す る意 見 ・感想 を 自由記載 で求 めた と
ころ、29件の意見 ・感想があった。表5は 学生の意見 ・
感想 をま とめた ものであ る。主体 的に参加 で き、考 え
の発展 に繋 が った とい う意 見があ る反面、課題 の不 明

























































として、学生 自身に好 きなテーマを選択 させ、 グルー
プで文献検索など教材を選び、成果をまとめ、発表す
るという形態をとった。北尾は、 自己教育力の育成に






工夫が多 くの学生の 「看護への興味付 け」に繋がった
のではないかと推察する。第二に、「看護活動の場 と


































































を伸ばす教育方法を検討 した。 しかしながら、 自己教



























マや課題、 目的を設定 し、十分な討議時間を確保 してい
く必要性が示唆された。
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A Study on the Discussion-based Learning for Developing 
 Self-directed Learning of Nursing Students 
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                                     Abstract 
 We designed and conducted a questionnaire survey to investigate the effects and problems of a dis-
cussion-based learning component incorporated into the "Introduction to Nursing I" course at a nurs-
ing school and to propose guiding principles for this educational method of developing "self-directed 
 learning". Subjects were 80 first-year students in the School of Nursing at A University. Forty six 
(57.5%) valid responses, i.e., answer sheets without omissions, were obtained. Analysis of valid re-
sponses revealed that over 90% of students viewed discussion-based learning favorably. Students gave 
particularly high evaluations for "independence" which students experience in discussion-based learning. 
Evaluations were generally low with respect to "exchange of opinions," and students expressed such 
views as, "discussion time is short" and "discussion content is difficult". The survey suggests that in 
order to improve self-directed learning capacity in students through discussion-based learning, it is 
necessary to consider the characteristics and learning levels of students when establishing themes, as-
signments, and goals, and to set aside adequate time for discussion. 
Key Words: Self-directed Learning, Discussion-based Learning, Nursing Student, Nursing Fundamental 
          Education
